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加治川堤の桜
　かつては、「長堤十里世界一」と呼ばれた加治川
の桜も、昭和 41 年・42 年の 2 度の水害で、多く
が失われました。しかし、現在では復元が進み、約
2000 本の桜が咲き誇ります。
　今年は天候に恵まれ、例年より２週間ほど早い３
月 28 日頃に開花、その後も晴れの日が続き、4月
3日頃にはほぼ満開になりました。また、新発田城
址公園と加治川治水記念公園では、ライトアップも
行われました。

　裸の大将放浪記で有
名な画家の山下清は、
自身の随筆「日本ぶら
りぶらり」（文藝春秋
新社刊）で、「加治の
サクラを見た」の項を
綴っています。
　その中で、「新潟県
の新発田市は、ぼくの
父の生まれたところで
す。母は、佐渡で生ま
れたので、ぼくの本籍
は新潟県（佐渡郡新穂
村）です」の記載があ
ります。浅草に住んでいた幼少期には、関東大震災
に見舞われ、新潟市内への転居も経験しています。
　そして、日映で自身の映画を撮るため新発田を訪
れて（昭和 32 年 4月）います。連日降り続いた雨
がようやく上がり、「やっと雨が晴れて、みんなで
加治川にゆきました。サクラはたいへんきれいに咲
いていましたので、ぼくはすぐに写生を始めました」
「ぼくは舟に乗って、加治川をくだってみました。
こんな美しいサクラのさいた景色をみたことがない
といいますと日映の人もはじめてだ、これはよかっ
たとよろこんでいました。日本はサクラの国といっ
てたくさんあるが、そのなかでもこの加治のサクラ
は日本一だろうという話です。サクラで日本一とい

加治川堤防の桜（新発田市観光振興課提供）

新発田会 検 索

　小学生のころに新発田の銀映（昭和 43 年封切）
で観た映画「連合艦隊司令長官　山本五十六」の冒
頭で、主役の三船敏郎（1920-97 年）が故郷長岡に
墓参りで帰郷し、舟下りをする光景がありました。
このロケ地が桜の季節の加治川で、当時はとても話
題になりました。土手
に咲く満開の桜を見上
げながら、三船敏郎が
舟で逆立ちをするシー
ンが思い起されます。
腕のいい老船頭（辰巳
柳太郎）と、『船着き
場まで無事についた
ら、３倍の船賃をはず
む』との賭けをします。
逆立ちのまま無事に着
き、見物の人たちから
は万雷の拍手があがり
ます。
　山本五十六にとっ
て、開戦前の束の間、寛いだひと時だったのか、自
分が無事に日本を導くとの暗示だったのか。

山下清が見た加治のサクラ

三船敏郎が観た加治川の桜

うのは、世界一になるわけです。・・・」と記して
賞賛しています。驚異的な映像記憶力のあったとさ
れる清の目には、さぞ綺麗に映ったことでしょう。



蓮池薫さんが講演  ～拉致問題の解決に向けて～
　東京新潟県人会の第 33 回文化
講演会が、2月 5日（金）に県人
会館で開催されました。
今回は、「拉致問題の解決に向け
て」をテーマに、同被害者である
蓮池薫さんが上京し、講師となり
ました。
　蓮池さんは、1978 年 7 月に
祐木子さん（現夫人）と共に柏
崎から拉致され、24 年間北朝鮮
での生活を余儀なくされました。
2002 年 10 月に帰国後は、市役
所勤務、新潟産業大学嘱託職員、
中央大学に復学・同卒業などを経
て、現在は新潟産業大学経済学部
准教授を務めています。

　講演では、北朝鮮に拉致された
経緯や北朝鮮での生活を赤裸々に
語るとともに、拉致問題の本質、
解決のために何をすべきかを指摘
しました。
　「現在の北朝鮮は、生産力がいっ
そう低下しており、経済的には厳
しい環境にある。家族会は高齢化
が進んでいるが、兄弟・子弟も含
め解決を目指さなければならな
い。政治的解決が進まないまま今
日があるが、あきらめず被害者の
帰国を訴えなければならない」な
ど、悲惨さや憤り・やるせなさが
率直に語られ、拉致問題の奥深さ
を再認識させられた講演でした。

　頭を切りかえ、家での暮らしを楽しむ。新聞の
音読、園芸、合唱曲 25の練習、散歩と体操、通信
の書道七科目。この五つの課題を毎日一、二時間
ほど。昨秋米寿の夫が叙勲・褒章を受章。皇居参
内なく、セレモニーもなし残念。

　最近ハマっている事。近くにミニ公園があるの
ですが、殆ど手入れされていませんでした。市の
公園課にお願いして、許可を得て仲間を募り整備
しています。皆さん積極的に参加して頂いて、見
違える程きれいになりました。次は花を植えよう
か。

　最近思うこと　新型コロナは生き残るために変
異して、子供たちにも感染が広がっている。人間
の体が、コロナに負けない体に進化することがで
きればいいが、今はマスク・消毒を徹底して、ワ
クチン接種を待つしかないと思う。

　往復 4時間かけて所沢から熊谷に通勤する毎日
です。電車内はスマホ族が大多数ですが、私は読
書三昧です。特に大倉喜八郎、堀部安兵衛など新
発田ゆかりの本を探しています。お薦めの本があ
りましたらお教えください。「蔵」もぜひ読んでみ
ます。

　天国の大多喜さんへ‼
そちらに行ってガンがすっかり治ったんじゃない？私も
先日ガン検診で胃カメラをやってきました。今のところ
異常なしでした。２年に１度検診を受けております。80
歳ですのでもうそろそろと思っております。しばらく貴
女のところへ行けないのでちょっとまっててね。行った
ら新発田の話いっぱいしようね。毎日毎日貴女のことば
かり考えています。

　「コロナの休日」の暇に飽かせて、NHK テレビ
ドラマ「蔵」を鑑賞。原作者宮尾登美子が市島酒
造に密着取材した力作。盲目の主役「烈」が家業
再興へ懸ける凄まじい執念に感動。更に、出演者
の交わす越後なまりが懐かしい。新発田城の満開
の桜のシーンも相俟って、里心募る。元気にして
います。

　昨年 11月に佐々木盛綱を愛する新発田盛綱会の
方々約 10 名が神奈川・海老名を訪問されました。
現在、海老名市と新発田市の災害時相互応援協定
の話が進んでおり、嬉しいです。

中島範子（世田谷区）

岩村英輔（ふじみ野市）

辰野誠（館山市）

小野悦男（所沢市）

小野英子（川崎市）

齋藤隆（松戸市）

里村修平（海老名市）

近況報告
（順不同）



　本校は、昭和 22
年の学制改革により
新発田中学校とし
て、旧御免町小学校
の校舎を使用して開
校されました。そし
て昭和 24 年、猿橋中学校、本丸中学校、外ヶ輪中
学校の３校に分離独立しました。当時はまだ校舎が
なく、本丸中学校、西新発田高校の校舎を借用して
の出発でした。
　当時の記録では、職員数 17名、生徒数 591 名で
発足し、昭和 24年 11 月 15 日の校舎竣工で、よう
やく職員、生徒が同一の屋根の下に集うことができ
たと記されています。
　初代校長の岩崎敏雄先生による自治訓「正しく　
強く　大らかに」が高く掲げられ、本校の精神的基
盤が確立されました。この自治訓は猿橋中学校校歌
の各節に歌い込まれ、日々研鑽・実践され、ここに
70余年の歳月が流れました。
　今年度は、本校の誕生から 73 年目、そして現在
の鉄筋 4階建ての校舎竣工から 43年目となります。

この間、本校に学んだ卒業生は一万四千余名の多き
にのぼり、県内はもちろん全国津々浦々に母校の栄
誉を担い活躍しています。その活躍の陰には歴代校
長、職員の熱意とすぐれた教育指導があったことと、
そしてこれに照応した各時代の在校生・地域並びに
保護者の皆様方からの惜しみない援助の賜と敬意を
表するものであります。

　令和 3 年度の新発
田市立猿橋中学校は、
全校 24 学級、生徒数
565 名の下越地区で最
も生徒数の多い大規模
校となっています。
　校舎は新発田市の西
部に位置し、猿橋小学校と住吉小学校からほぼ同数
の生徒が入学してきます。校区は、市街周辺からの
交通の便が良く、近年は大型店舗ができ宅地造営も
進み、年々人口が増加しています。
　「心の教育」をすべての教育活動の基本とし、人
権感覚を兼ね備えた「正しい心の成長」をめざし、
互恵的な学びや各種のボランティア活動などに積極
的に取り組んでいます。

校歌の思い出（3） 猿橋中学校
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猿橋中学校の校歌と歩み

現在の猿橋中学校

平成 30年

昭和 30 年頃

新発田市立猿橋中学校　校長　本間道夫

〈 人  事 〉

〈 訃  報 〉

新発田市副市長　　　（前）下妻　　勇
　　　〃　　　　　　（新）伊藤　純一
新発田市議会議長　　（前）比企　広正
　　　〃　　　　　　（新）若月　　学 栗原　　誠さん　3月 12日

大多喜幸子さん　4月 21日　　　　　　　

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

長い間お世話いただいた中山秀貴さんは、

駅前複合施設イクネスしばたに異動。

支援係　係長　　　吉田　順亮
市民まちづくり支援課

　〃　　主任 　      高野　京子

4月 1日付け



産地直送でお米・新潟県産コシヒカリの
　　　　　　お取り寄せならおの米店へ

☎0254-25-2434
☎090-5197-8067

8：00 ～ 21：00美味しいお米を販売

ふる里に帰省の際のお宿・お土産は、広告掲載の各社で。「元気な新発田応援隊」に皆さんで参加しましょう。

（順不同・ホームページにも掲載しています）

編集後記 ◆役員の大多喜幸子さんが、4月 21 日に胃がん
のため逝去されました。コロナ禍もあり葬儀には

参列できませんでしたが、会へのご尽力に感謝申し上げるとともに、心よ
りご冥福をお祈りいたします。
◆「校歌の思い出」が 3回目となりましたが、松浦・五十公野・米倉・赤谷・
加治・菅谷・松塚・中浦・本田・金塚・藤塚浜分校などが統合され、由緒
ある中学校名がなくなっていることを知りました。現在の市立中学校は
10校で、生徒数 2,358 名（令和 3年 5月 1日現在）になっています。
◆コロナ禍が、1年経っても収束の目途が立ちません。城下町新発田会創
立 20周年企画も、足踏みの状況です。一日も早く安全安心な日常が戻る
ことを願うばかりです。

https://www.onokometen.com/



